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朋
年
前
と
い
う
、
途
方
も
な
い
昔
の
こ
と
を
、
思
い
出
し
て
み
ま
す
と
、
真
っ
先
に
浮
か
ん
で
来
る
の
は
、
こ
こ
法
政
大
学
日
本
文
学
科
の
学
生
、
加
代
の
自
分
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
今
の
自
分
の
意
識
・
感
覚
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は、どう捉えていいのか、迷います・・・…。近藤忠義先生と片岡
良
一
先
生
の
ゼ
ミ
を
受
け
ま
し
た
。
近
藤
先
生
の
近
世
ゼ
ミ
は
、
席
に
着
か
れ
る
や
い
な
や
、
い
つ
も
開
口
一
番
は
国
家
を
撃
つ
激
し
い
弁
舌
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
と
江
戸
文
学
を
入
り
ま
す
と
、
細
か
な
デ
ー
タ
を
正
確
に
示
さ
れ
る
と
い
う
、
地
道
な
実
証
主
義
の
学
者
に
変
わ
ら
れ
る
…
…
。
そ
の
動
と
静
を
も
つ
先
生
に
敬
服
し
た
も
の
で
す
。
私
は
卒
論
に
近
松
門
左
衛
門
を
選
び
ま
し
た
の
で
、
先
生
か
ら
厚
く
ご
指
導
を
受
け
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
文
学
研
究
の
原
論
と
い
う
も
の
を
、
私
な
り
に
で
す
が
賜
っ
た
と
思
い
、
今
に
至
る
も
有
り
難
い
先
生
で
あ
り
ま
す
。
和
服
姿
で
風
呂
敷
包
み
を
抱
え
る
、
片
岡
先
生
の
ス
タ
イ
ル
は
目
に
焼
き
付
い
て
お
り
ま
す
。
少
し
咳
き
込
み
な
が
ら
、
「
だ
か
ら
…
…
、
だ
か
〈講演〉
一
九
○
三
・
啄
木
百
年
ら
…
…
」
と
言
っ
て
展
開
す
る
漱
石
ゼ
ミ
の
口
調
に
は
、
引
き
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
接
続
詞
「
だ
か
ら
」
の
連
発
…
…
、
知
的
で
魅
力
的
で
し
た
。
よ
く
真
似
た
も
の
で
す
。
だ
が
、
先
生
に
対
す
る
印
象
は
、
そ
の
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
変
わ
り
な
く
、
怖
い
先
生
な
の
で
す
。
私
の
書
架
に
並
ぶ
、
『
片
岡
良
一
著
作
集
』
全
二
巻
（
中
央
公
論
社
・
解
説
小
田
切
秀
雄）、『近代日本の作家と作品』（岩波書店）、『西鶴論稿』（萬里
閣
）
の
著
作
に
、
今
で
も
ジ
ッ
ト
見
詰
め
ら
れ
て
い
る
…
…
と
い
う
感
じ
です。小田
切
秀
雄
先
生
は
休
職
中
で
し
た
が
時
折
見
え
ら
れ
、
近
藤
先
生
の
研
究
室
で
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。
私
に
は
た
い
へ
ん
眩
し
く
見
え
ま
し
た
。
な
に
せ
、
い
ろ
い
ろ
の
文
芸
雑
誌
に
書
き
ま
く
っ
て
お
ら
れ
る
文
芸
評
論
は
、
戦
後
文
学
の
方
向
を
示
す
も
の
で
す
か
ら
、
学
生
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
同
時
代
的
テ
ー
マ
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
輝
い
て
い
ま
し
た
。
先輩小田切さんの存在は、誇りでありました。
古代の西郷信綱先生、中世の永積安明先生、近世の重友毅先
遊
座
昭
吾
Ｚ
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一九○三・啄木百年
そ
の
最
初
の
点
は
、
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
一
一
）
に
訪
れ
ま
す
。
ひ
ど
く
興
奮
し
ま
し
た
。
日
本
文
学
協
会
の
雑
誌
『
日
本
文
学
』
に
、
論
文
「
啄
木
短
歌
の
考
察
」
を
発
表
し
た
時
で
す
。
発
行
人
は
近
藤
忠
義
先
生
で
あ
り
ま
す
。
暫
く
し
て
の
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）
、
筑
摩
書
房
生
、
国
語
学
の
西
尾
実
先
生
は
、
私
等
に
は
講
義
が
な
く
、
専
ら
著
作
を
通
し
て
知
る
だ
け
で
し
た
。
学
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
そ
こ
に
日
本
文
学
協
会
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
私
も
入
会
し
て
、
大
会
に
は
末
席
な
が
ら
参
加
し
た
も
の
で
す
。
委
員
長
近
藤
先
生
の
挨
拶
、
中
世
文
学
の
討
論
に
お
け
る
永
積
先
生
の
論
及
ぶ
り
、
そ
の
姿
を
今
で
も
思
い
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
学
会
と
い
う
世
界
を
、
垣
間
見
た
の
は
こ
の
時
で
し
た
。
い
ず
れ
、
法
政
日
文
の
教
授
陣
は
録
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
、
日
文
協
は
勿
論
の
こ
と
、
岩
波
の
『
文
学
』
す
ら
も
動
か
す
…
…
と
、
学
生
の
私
達
は
誇
ら
か
に思い込んでいたものです。
卒
業
し
て
、
新
聞
記
者
と
教
師
を
勤
め
ま
す
。
新
聞
記
者
は
一
年
で
こ
ぽ
失
格
す
る
落
ち
零
れ
で
す
が
、
こ
の
時
が
後
に
貴
重
と
な
り
ま
す
。
草
野
心
平
の
講
演
を
取
材
し
ま
し
た
が
、
心
平
が
演
壇
で
瞑
目
し
て
、
「
い
っ
ぽ
き
か
り
の
に
が
さ
ま
た
青
さ
／
四
月
の
気
層
の
ひ
か
り
の
底
を
／
唾
し
は
ぎ
し
り
ゆ
き
き
す
る
／
お
れ
は
ひ
と
り
の
修
羅
な
の
だ
…
…
あ
あ
か
が
や
き
の
四
月
の
底
を
／
は
ぎ
し
り
燃
え
て
ゆ
き
き
す
る
／
お
れ
は
ひ
と
り
の
修
羅
な
の
だ
」
と
、
宮
沢
賢
治
の
「
春
と
修
羅
」
を
切
々
と
口
ず
さ
ま
れ
た
の
に
は
、
感
動
を
超
え
た
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
一
瞬
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
物
の
文
学
感
動
と
い
う
も
の
を
与
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
師
は
公
立
高
校
・
私
立
大
学
合
わ
せ
て
、
四
十
五
年
勤
め
ま
し
た
。
こ
の
教
師
時
代
は
、
一
つ
一
つ
の
点
を
刻
む
、
そ
の
連
続
だ
っ
た
よ
７に思われます。
の『啄木全集』第八巻・「啄木研究」に、「啄木伝覚え書」を載
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
編
集
委
員
で
あ
っ
た
の
が
小
田
切
秀
雄
先
生
で
、
「
解
説
」
に
「
新
進
研
究
者
の
論
文
は
、
現
在
も
次
々
と
若
く
新
し
い
研
究
者
が
登
場
し
て
い
る
状
況
か
ら
し
て
、
も
っ
と
多
く
収
録
し
た
か
っ
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
相
馬
庸
郎
・
今
井
泰
子
・
遊
座
昭
吾
の
三
氏
のものだけになった。」と記されました。その二年後、私の故
郷玉山村渋民に「石川啄木記念館」がオープンしますが、その
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
私
が
担
当
し
ま
す
。
翌
年
、
私
の
処
女
作
と
な
る
『
啄
木と渋民』を刊行しましたが、ノーベル物理学賞の湯川秀樹さ
んと芥川賞作家の小島信夫さんが、謹呈申し上げなかったのに
お
読
み
い
た
だ
き
、
掛
替
え
の
な
い
出
会
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
啄
木
の
母
校
旧
制
盛
岡
中
学
校
・
現
盛
岡
第
一
高
等
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
二
、
啄
木
生
誕
百
年
祭
と
新
石
川
啄
木
記
念
館
の
開
館
行
事
が
、
同
時
に
催
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
企
画
と
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
関
係
を
も
ち
ま
す
。
翌
年
、
『
石
川
啄
木
の
世
界
』
を
刊
行
し
ま
し
た
大
き
な
一
つ
の
点
が
、
盛
岡
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
時
代
に
や
っ
て
来
ま
す
。
一
九
八
九
年
（
平
成
一
）
年
一
二
月
二
日
、
国
際
啄
木
学
会
を
設立し、会長は岩城之徳日本大学教授、副会長は上田博立命館
大
学
教
授
、
事
務
局
長
は
私
と
な
り
、
事
務
局
を
盛
岡
大
学
に
置
き
ま
す
。
翌
年
、
創
立
記
念
盛
岡
大
会
を
盛
岡
大
学
で
開
催
し
、
以
後
は
台
湾
台
北
・
京
都
・
函
館
・
東
京
・
韓
国
ソ
ウ
ル
・
渋
民
・
釧
路
・
静
岡
・
奈
良・茨城・盛岡と大会を続けて参りました。その渋民大会は、
啄
木
生
誕
一
○
年
・
賢
治
生
誕
一
○
○
年
記
念
の
時
で
し
た
の
で
、
岩
手
県
挙
げ
て
の
「
啄
木
・
賢
治
生
誕
祭
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
時
、
私
が
日本文學誌要第６９号３
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会長となります。そして二○○一年．一一一世紀に、国際啄木学
会
編
『
石
川
啄
木
事
典
』
を
「
お
う
ふ
う
」
か
ら
刊
行
し
ま
す
。
法
政
大
学
国
文
学
会
『
日
本
文
學
誌
要
』
第
六
七
号
で
服
部
一
希
さ
ん
が
理
解
の
ある書評を書いて下さいました。
近
松
門
左
衛
門
を
卒
論
と
し
た
私
が
、
長
い
教
師
時
代
に
ま
る
で
点
の
よ
う
な
も
の
を
、
幾
つ
か
刻
ん
で
来
ま
し
た
。
私
自
身
が
意
識
し
た
目
標
・
意
思
を
も
っ
て
刻
ん
だ
と
い
う
よ
り
は
、
い
つ
も
与
え
ら
れ
て
来
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
そ
の
一
つ
一
つ
の
点
は
、
奇
妙
に
も
繋
が
っ
て
線
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す。不思議です．…：。事実は小説より奇なりです。
現
在
も
、
昨
年
か
ら
あ
る
作
業
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
し
っ
か
り
と
し
た
動
機
・
方
法
論
が
あ
っ
て
の
も
の
で
は
な
い
…
…
。
だ
か
ら
、
い
つ
も
試
行
錯
誤
な
ん
で
す
。
『
岩
手
日
報
』
に
、
明
治
三
四
年
一
一
一
月
か
ら
翌
三
五
年
六
月
ま
で
の
半
年
間
、
石
川
翠
江
・
麦
羊
子
・
白
蘋
・
ハ
ノ
字
の
署
名
で
も
っ
て
、
発
表
し
た
作
品
群
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ、啄木という号が編まれる以前のものです。「啄木全集」に
は
収
録
さ
れ
、
勿
論
、
目
は
通
し
て
お
り
ま
す
。
だ
が
あ
る
時
、
ふ
と
原
資
料
・
原
テ
キ
ス
ト
即
ち
『
岩
手
日
報
』
に
当
っ
て
見
た
い
…
…
と
思
っ
た
の
で
す
。
今
で
は
国
会
図
書
館
に
し
か
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
岩
手
日
報
社
に
頼
ん
で
…
…
、
（
こ
の
時
－
年
間
で
も
勤
め
た
こ
と
が
生
き
て
来
る
ん
で
す
）
そ
の
紙
面
の
コ
ピ
ー
を
入
手
し
、
こ
の
目
で
見
た
の
で
す
。
言うなら、明治一一一四、一一一五年の同時代に立って、生な紙面に目
を
当
て
た
の
で
す
。
つ
ま
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
処
理
で
す
。
す
る
と
、
凹
凸
の
な
い
全
集
の
活
字
の
羅
列
と
は
違
っ
て
そ
の
時
代
の
意
匠
・
レ
イ
ア
ウ
ト
・
雰
囲
気
ま
で
が
読
み
取
れ
る
よ
う
な
実
感
が
沸
い
て
来
ま
し
た。原資料の価値でしょう。
翠江は短歌を、明治一一一四年一二月一一一日から翌一一一五年元旦ま
で、計七回二五首発表しています。一一一四年一二月というと、一一
○
世
紀
元
年
の
暮
れ
で
す
。
中
学
四
年
の
翠
江
は
、
新
世
紀
と
と
も
に
メ
ディア『岩手日報』に短歌作品を発表したのだ……と新鮮な感
動
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
彼
が
号
を
麦
羊
子
と
変
え
、
一
月
二
、
一
二
日
と
二
回
、
蒲
原
有
明
の
処
女
詩
集
『
草
わ
か
ば
』
の
書
評
を
載
せ
ま
す。が、元日に刊行された詩集を入手し、分析読解し、執筆し
て
、
一
○
日
後
に
は
『
岩
手
日
報
』
に
載
せ
て
い
る
の
で
す
。
本
邦
初
の
書評でしょう。「牡蠣の殻」を「見るべき代物」と評価します。
こ
の
評
価
基
準
は
今
の
文
学
史
に
照
ら
し
て
全
く
正
当
で
す
。
し
か
も
、
「用語を選択して文字上の晦渋を避けること」「構想取材の範囲
を
拡
張
し
て
貰
ひ
た
い
事
」
と
、
注
文
ま
で
つ
け
て
筆
を
欄
い
て
い
る
の
で
す
。
満
一
五
歳
の
中
学
四
年
生
が
…
…
。
し
か
し
、
私
が
驚
嘆
し
、
喝
采
を
送
り
た
い
の
は
別
で
す
。
そ
の
時
代
も
今
日
で
も
誰
も
問
題
に
し
ない詩で、全二三編中から彼が「圧巻の作」「白眉」として、
真
っ
先
に
取
り
上
げ
、
対
句
・
比
嶮
表
現
・
韻
律
を
分
析
し
た
詩
は
、
詩
集
の
最
後
を
飾
る
一
六
連
八
○
行
の
長
編
詩
、
最
も
難
解
な
「
高
潮
曙
の
う
た
」
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
麦
羊
子
の
独
自
性
、
閃
き
を
そ
こ
に
認
め
たい。兼好
法
師
が
、
「
日
ぐ
ら
し
、
硯
に
む
か
ひ
て
、
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な
し
事
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
」
と
告
白
し
た
、
狂
気
・
筆
が
も
つ
魔
性
の
虜
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
作
家
と
な
る
必
須
の
体
験
を
、
一
五
歳
で
嘗
め
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
白
蘋
、
ハ
ノ
字
に
な
り
ま
す
４
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九○三 啄木百年
と
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
中
央
文
壇
の
状
況
を
洗
い
捲
り
、
書
き
捲
り
ま
す
。
そ
し
て
、
遂
に
は
思
想
も
経
歴
も
奇
怪
極
ま
り
な
い
ロ
シ
ア
の
ゴ
ル
キ
イ
と
か
、
社
会
規
範
や
義
理
人
情
を
逸
脱
し
て
、
生
ま
れ
つ
き
の
ま
ま
生
き
る
自
然
児
、
田
山
花
袋
の
『
重
右
衛
門
の
最
後
』
の
主
人
公
に
、
異
常
な
目
を
向
け
て
い
く
。
そ
れ
は
、
友
へ
の
書
簡
に
記
し
た
「国田ぐのｐｍの三の①已房」・天が与えた管〈質・天才への畏敬から
来
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
人
間
観
か
ら
、
新
時
代
の
文
学
の
方
向
を
予
測
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
翠
江
・
麦
羊
子
・
白
蘋
・
ハ
ノ
字
の
時
代
、
私
は
「
啄
木
以
前
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
が
、
そ
の
時
代
を
今
の
と
こ
ろ
、
こ
う
整
理
し
て
お
り
ま
す
。
一
五
・
一
六
歳
、
中
学
四
・
五
年
生
の
半
年
間
、
計
一
八
回
、
字
数
に
し
て
短
歌
を
除
き
一
三
、
○
○
○
字
、
原
稿
用
紙
に
し
て一一三枚、一回三枚平均、新聞紙面としては堂々たる量、内容
は
す
べ
て
中
央
文
壇
の
同
時
代
批
評
、
メ
デ
ィ
ア
『
岩
手
日
報
』
の
一
面
の
中
段
に
発
表
さ
れ
、
生
命
を
も
つ
作
品
と
し
て
読
者
を
も
っ
た
。
見
落
としてはいけないエポックである。（この直後の一○月二七に、
盛
岡
中
学
を
退
学
す
る
…
…
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
…
…
）
退
学
直
後
、
上
京
し
た
石
川
白
蘋
は
、
新
詩
社
の
集
会
に
出
席
し
ま
し
て
、
『
明
星
』
の
主
宰
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
を
は
じ
め
と
す
る
詩
人
・
歌
人
等
に
会
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
三
歳
年
上
の
砕
雨
こ
と
高
村
光
太
郎
も
お
り
ま
し
た
。
翌
日
、
渋
谷
の
鉄
幹
を
単
独
で
尋
ね
ま
す
。
鉄
幹
は
す
で
に
『
明
星
』
に
短
歌
を
投
稿
し
続
け
る
、
中
学
生
白
蘋
の
歌
一
首
「
血
に
染めし歌をわが世のながりにてざすらひここに野にさけぶ秋」
を
、
一
○
月
一
日
号
に
載
せ
て
お
り
、
そ
の
名
は
知
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
れ
に
昨
日
の
集
会
で
も
会
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
単
独
の
訪
問でした。
し
か
し
、
ま
る
で
旧
知
の
友
の
ご
と
く
、
一
切
の
壁
を
設
け
ず
対
し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
、
厳
し
く
言
い
放
っ
た
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。
「
和
歌
も
一
詩
形
に
は
相
異
な
け
れ
ど
も
今
後
の
詩
人
は
よ
ろ
し
く
新
体
詩
上
の新開拓をなさざるべかず」「君の歌は奔放にすぐ」です。『明
星』一一月号に一一首、’二月号に三首と、月を追って歌数も増
えます。だが、目次には「菊あわせ（短詩）新詩社同人」「草
紅葉（短詩）新詩社同人」と多くの同人と込みで、見るべき発
表ではありません。むしろ目を向けたいのは、上京時から書き
綴
っ
た
日
記
の
内
容
で
す
。
寂
蓼
・
悲
愁
・
思
想
紛
糾
・
苦
悶
・
遊
子
・
莊
漠
・
運
命
・
涙
・
発
熱
・
悪
寒
頭
痛
と
い
う
漢
字
の
羅
列
、
」
方
で
は
セ
ー
ク
ス
ピ
ー
ヤ
・
ト
ル
ス
ト
イ
・
ニ
イ
チ
エ
・
バ
イ
ロ
ン
・
ウ
ヲ
ル
ズ
ヲ
ル
ス
・
イ
ブ
セ
ン
・
ゴ
ル
キ
イ
と
い
う
片
仮
名
の
羅
列
で
す
。
こ
の
漢
字
と
片
仮
名
の
羅
列
か
ら
、
上
京
中
の
石
川
白
蘋
の
心
象
を
読
み
取
り
た
いものです。
そ
し
て
遂
に
上
京
し
て
一
か
月
月
、
’
二
月
一
日
の
日
記
に
こ
う
記
す
のです。
冒頭の「あ墜汝故郷よ・」と文末の「吾たえずあ陰吾堪えず」
あ勇汝故郷よ・岩峯の銀衣、玉東の白袖、夫れ依然とし
て
旧
態
の
美
あ
る
か
。
江
東
嘗
而
、
故
郷
を
論
じ
「
形
逝
い
て
神
遊
ぶ」と云へり。宜なる哉。郷村不段の自然の霊、今尚ほ、
清
秀
の
趣
を
湛
え
て
、
初
冬
の
獺
気
、
朴
直
の
農
人
の
胸
に
呼
吸
せ
らるか。吾たえずあ珍吾堪えず。
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睦
見
事
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
白
蘋
は
故
郷
に
呼
び
掛
け
、
尋
ね
か
つ
訴
え
ま
す
。
白
蘋
の
重
大
な
瞬
間
で
す
。
岩
手
山
と
姫
神
山
は
「
旧
態
の
美
」
・
昔
な
が
ら
の
美
し
い
姿
か
、
わ
が
村
里
は
変
わ
ら
ぬ
自
然
の
神
秘
な
る
霊
を
、
今
も
や
は
り
湛
え
て
、
質
朴
・
実
直
な
百
姓
は
そ
の
澄
ん
だ
空
気
を
胸
い
つ
ぱ
い
に
吸
っ
て
い
る
か
…
…
と
質
し
、
「
吾
た
え
ず
あ
墜
吾
堪
え
ず
」
と
繰
り
返
す
の
で
す
。
重
大
な
瞬
間
と
は
、
白
蘋
が
故
郷・「ふるさと」と対話を持ったという瞬間です。
疲
労
困
懲
・
神
経
磨
滅
の
情
態
に
陥
り
、
父
に
伴
わ
れ
翌
明
治
三
六
年
二
月
に
帰
郷
し
ま
す
。
僅
か
四
か
月
の
東
京
生
活
で
し
た
。
自
身
で
も
無
惨
な
「
失
敗
の
児
」
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
敗
北
者
の
姿
を
故
郷
に
晒
し
な
が
ら
も
、
で
も
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
英
書
で
読
み
、
研
究
し
、
「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」
を
『
岩
手
日
報
』
に
七
回
連
載
し
た
り
、
『
明
星
』
七
月
号
に
四
首
、
二
月
号
に
一
二
首
も
載
せ
る
の
で
す
が
、
依
然
と
し
て
他
の
同
人
と
の
込
み
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
『
明
星
』
の
紙
面
が
が
ら
り
と
変
化
し
ま
す
。
こ
の
紙
面
の
変
化
を
知
る
者
は
、
恐
ら
く
三
人
だ
け
で
し
ょ
う
。
奇
怪
な
こ
と
を
言
う
…
…
と
お
思
い
で
し
ょ
う
が
、
確
信
が
あ
り
ま
す
。
一
人
は
『
明
星
』
の
主
宰
鉄
幹
、
一
人
は
白
蘋
自
身
、
そ
し
て
も
う
一
人
は
こ
の
私
で
す
。
私
は
原
典
の
『
岩
手
日
報
』
の
紙
面
に
直
に
目
を
向
け
ま
し
た
…
…
。
そ
れ
と
同
じ
く
『
明
星
』
の
復
刻
版
を
手
で
捲
り
、
目
で
追
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
明
治
三
六
年
一
二
月
一
日
号
、
そ
の
頁
を
捲
り
ま
し
た
。
一
六
頁
に
石
川
白
蘋
の
歌
四
首
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
七
名
込
み
の
待
遇
で
す
。
だが、何気なく五頁捲りましたら、「啄木」という漢字が目に
飛び込んで来ました。「愁調」と題する詩五編が三頁に一旦って
載
っ
て
い
る
。
衝
撃
で
し
た
。
全
集
に
は
、
短
歌
は
「
第
一
巻
歌
集
」
編
に、詩は「第二巻詩集」編に載っておりますが、『明星』一二
月
号
で
は
五
頁
隔
て
て
、
同
じ
雑
誌
に
載
っ
て
い
る
…
…
。
衝
撃
の
余
韻
が
続
き
ま
す
。
主
宰
鉄
幹
が
記
す
巻
末
の
「
社
告
」
に
は
、
翌
三
七
年
の
新
年
号
の
予
告
と
し
て
、
「
長
詩
に
は
梨
雨
、
蒼
梧
、
啄
木
、
砕
雨
、
鉄
幹
等
の
作
あ
り
」
と
、
鉄
幹
は
自
分
の
名
の
側
に
光
太
郎
と
啄
木
を
寄
せ
並
べ
て
、
文
壇
に
予
告
し
て
い
る
。
裏
表
紙
に
は
「
本
号
に
は
薫
、
紫
紅
、
梨
雨
、
啄
木
諸
氏
の
長
詩
」
と
あ
る
。
最
後
に
目
次
に
目
を
や
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
目
次
に
は
石
川
白
蘋
の
名
は
一
切
載
りませんでしたが、「愁調（長詩）石川啄木」とある。この時、
詩
人
石
川
啄
木
、
文
学
者
た
る
人
格
を
も
つ
啄
木
が
、
日
本
の
文
壇
に
デ
ビューし、歴史に記録された・・・…のです。無惨な敗北者は蘇り
ま
す
。
こ
の
『
明
星
』
の
紙
面
の
変
化
に
、
白
蘋
は
一
番
驚
い
た
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
れ
を
追
体
験
し
た
ま
で
で
す
。
そ
の
紙
面
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
の
は
、
新
詩
社
の
主
宰
、
『
明
星
』
の
発
行
人
与
謝
野
鉄
幹
で
あ
り
ま
す
。
鉄
幹
の
啄
木
評
価
が
、
意
識
的
に
そ
の
紙
面
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
と
信ずます。
詩
「
愁
調
」
五
編
、
そ
の
中
心
の
詩
が
「
啄
木
鳥
」
で
あ
り
ま
す
。
ア
デ
ン
いに－）へ聖者が雅典の森に撞きし、
光
ぞ
絶
え
せ
ぬ
天
生
『
愛
』
の
火
も
て
鋳
に
た
る
巨
鐘
、
無
窮
の
そ
の
声
を
ぞ
染めなす『緑』よ、げにこそ霊の住家。
聞
け
、
今
、
巷
に
喘
げ
る
塵
の
疾
風
よ
せ
来
て
、
若
や
ぐ
生
命
の
森
の
精
の
ぎ
つ
シ
き
ど
り
聖きを攻むやと、終日、啄木鳥、
６
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九○三・啄木百年
こ
の
詩
は
西
欧
の
叙
情
詩
の
一
つ
、
八
行
と
六
行
か
ら
な
る
一
四
行
詩
ソ
ネ
ッ
ト
で
す
。
冒
頭
の
八
行
を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
前
半
の
四
行
が
重
要
な
場
面
の
設
定
で
、
静
か
な
調
子
で
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
〈
い
に
し
え
聖
者
・
愛
知
者
プ
ラ
ト
ン
が
、
ア
テ
ネ
の
森
で
打
ち
鳴
ら
し
た
、
光
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
天
の
賦
与
し
た
『
愛
』
、
そ
の
炎
で
溶
か
し
造
っ
た
と
い
う
大
鐘
の
限
り
も
な
い
響
き
を
吸
収
し
た
『
緑
』
の
深
い
野
よ
、
ま
こ
と
に
そ
こ
は
神
秘
な
霊
の
住
家
だ
…
…
〉
・
プ
ラ
ト
ン
は
旅
に
出
て
、
四
十
に
し
て
ア
テ
ネ
に
帰
り
、
そ
の
郊
外
の
森
に
ア
カ
デ
メ
イ
ァ
学
園
を
創
設
し
、
『
愛
』
・
エ
ロ
ス
が
宇
宙
を
包
み
込
み
、
総
て
を
、
人
と
人
を
、
人
と
動
物
と
、
人
と
物
を
も
結
び
付
け
る
…
…
と
説
い
た
の
で
す
。
重
要
な
場
面
と
は
、
カ
ッ
コ
付
け
の
『
愛
』
『
緑
』
の
連
合
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
、
し
か
も
「
霊
」
の
篭
も
る
「
森
」
で
す
。
森
は
自
然
の
ま
ま
で
、
樹
木
の
茂
る
聖
堂
・
聖
域
を
形
成
し
、
聖
者
の
安
息
の
場
で
あ
り
ま
す
。
鳥
居
と
は
そ
の
入
り
口
を
意
味
し
ま
し
た
。
続く四行は、テンポを変えて、「聞け、」「今、」「寄せ来て、」
「聖きを攻むやと、」「終日、」「啄木鳥、」と、読点を六つも打
ち
、
こ
と
ば
を
切
り
刻
ん
で
い
き
ま
す
。
緊
急
事
態
の
ア
ピ
ー
ル
な
の
で
す
。
ま
ず
、
地
上
に
垂
直
に
立
つ
樹
木
を
配
し
、
そ
の
樹
木
の
芯
を
階
で
叩
く
キ
ッ
ッ
キ
ド
リ
を
登
場
さ
せ
ま
す
。
そ
の
鳥
に
樹
上
か
ら
緊
急
事
態
を
告
発
さ
せ
る
。
〈
今
…
…
現
代
、
巷
に
吹
き
荒
れ
る
塵
あ
く
た
の
汚
れ
た
突
風
が
、
萌
え
い
ず
る
生
命
の
森
の
根
源
、
精
な
る
も
の
を
損
な
い
犯そうとしてはいないか〉と。詩人はその告発を受け、〈終日、
啄
木
鳥
が
森
を
巡
り
、
戒
め
を
夏
の
樹
木
の
芯
に
刻
む
あ
の
木
霊
を
聞
い
ま
し
め
巡りて警生ロ夏樹の髄にきざむ。
（詩集『あこがれ』より）
け
〉
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
で
す
。
そ
れ
は
詩
人
の
叫
び
で
す
。
私
は
こ
う
読み解きたい。『愛』を踏み蹴り、『緑』を破壊し、「霊」不在
の
時
代
に
い
つ
ま
で
盲
進
し
続
け
る
の
か
…
…
と
戒
め
諭
す
、
あ
の
キ
ッ
ッ
キ
ド
リ
の
信
号
・
ド
ラ
ミ
ン
グ
を
聞
け
！
と
。
奇
想
天
外
な
る
発
想
、
精
密
に
編
ま
れ
た
構
成
、
キ
ー
ワ
ー
ド
『
愛
』
『緑』「霊」「森」の配列、詩的韻律、緩急のテンポ、なにより
も
二
○
世
紀
い
う
時
代
を
見
詰
め
る
目
、
そ
れ
ら
が
総
合
さ
れ
て
創
ら
れ
た
詩
で
す
。
歌
人
石
川
白
蘋
の
胸
中
に
は
、
い
つ
も
師
鉄
幹
の
「
君
の
歌は奔放に過ぐ」「今後の詩人はよろしく新体詩上の新開拓を
なさざるべからず」とすることばが去来していました。その彼
に
あ
る
瞬
間
が
訪
れ
ま
す
。
疲
弊
し
た
体
、
衰
弱
し
た
神
経
を
、
故
郷
渋
民
の
曹
洞
宗
宝
徳
寺
で
癒
す
彼
が
、
裏
の
万
年
山
の
森
に
キ
ッ
ッ
キ
ド
リ
の
ド
ラ
ミ
ン
グ
・
木
霊
を
聞
い
た
時
で
す
。
忽
然
と
し
て
幻
想
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
酔
い
、
瞑
目
莞
爾
し
て
息
を
殺
し
、
ペ
ン
を
握
り
ま
し
た
。
だ
が
、
記
さ
れ
た
の
は
、
五
七
五
七
七
の
奇
数
韻
律
・
歌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
四
四
四
六
の
彼
の
編
み
出
し
た
偶
数
韻
律
の
ソ
ネ
ッ
ト
で
し
た
。
初
めての新体詩です。
奇
想
天
外
な
る
発
想
と
申
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
改
め
な
け
れ
ば
な
り
ません。世界の民族が、古来からキツツキにある思いを込めて
い
ま
し
た
。
キ
ツ
ツ
キ
に
一
種
の
象
徴
性
を
も
た
し
て
い
た
の
で
す
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
嵐
や
雷
の
災
厄
を
救
う
鳥
、
ポ
ー
ニ
ー
族
は
種
族
を
守
る
安
全
の
シ
ン
ボ
ル
、
東
南
ア
ジ
ア
の
セ
マ
ン
族
は
聖
な
る
恵
み
の
英
雄
、
そ
し
て
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
は
予
言
の
烏
、
ア
イ
ヌ
は
チ
ッ
プ
タ
ッ
チ
カ
ッ
プ
カ
ム
イ
、
即
ち
「
舟
を
掘
る
神
様
」
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
啄
木
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
が
、
彼
の
詩
的
直
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観
は
、
間
違
い
な
く
世
界
の
民
族
が
知
恵
を
も
っ
て
体
得
し
た
古
来
か
ら
の
習
慣
、
習
俗
伝
承
、
つ
ま
り
エ
ー
ト
ス
に
触
れ
て
い
た
の
で
す
。
師である与謝野鉄幹は、期待に応えたその詩を高く評価し、
「石川啄木」として『明星』誌上に誕生させます。その時、明
治一一一六年一一一月一日、一九○三年、遡る百年前でありました。
万
年
山
宝
徳
寺
と
い
う
霊
境
に
、
啄
木
は
明
治
に
、
私
は
昭
和
に
育
ち
ま
し
た
。
百
年
前
、
彼
は
万
年
山
の
森
に
響
く
キ
ッ
ッ
キ
ド
リ
の
木
霊
に
打たれ、自分を啄木として出発します。百年後の今年、私は漸
く
そ
の
こ
と
を
読
み
解
き
ま
す
。
い
や
、
そ
れ
は
万
年
山
の
因
縁
に
よ
る
……としか一一一一口いようがありません。啄木に誘われたのかも知れ
ま
せ
ん
。
ご
静
聴
頂
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た。＊
二
○
○
三
年
度
法
政
大
学
国
文
学
会
大
会
に
て
講
演
（二○○三年七月一二日、法政大学五八年館八五七教室）
（
ゆ
う
ざ
し
よ
う
ご
・
一
九
五
一
年
卒
元
盛
岡
大
学
教
授
元
国
際啄木学会会長）
８
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